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御岳山眺望

第 １番 那智山 青岸渡寺 和歌山県東牟婁郡
第 ２番 紀三井山 金剛宝寺 和歌山県和歌山市
第 ３番 風猛山 粉河寺 和歌山県紀の川市
第 ４番 槙尾山 施福寺 大阪府和泉市
第 ５番 紫雲山 葛井寺 大阪府藤井寺市
第 ６番 壺阪山 南法華寺 奈良県高市
第 ７番 東光山 龍蓋寺 奈良県高市
第 ８番 豊 山 長谷寺 奈良県桜井市
第 ９番 興福寺 南円堂 奈良県奈良市
第１０番 明星山 三室戸寺 京都府宇治市
第１１番 深雪山 上醍醐寺 京都府京都市
第１２番 岩間山 正法寺 滋賀県大津市
第１３番 石光山 石山寺 滋賀県大津市
第１４番 長等山 園城寺（三井寺）滋賀県大津市
第１５番 新那智山 観音寺 京都府京都市
第１６番 音羽山 清水寺 京都府京都市
第１７番 補陀洛山 六波羅蜜寺 京都府京都市
第１８番 紫雲山 頂法寺（六角堂）京都府京都市

第１９番 霊鹿山 行願寺（革堂） 京都府京都市
第２０番 西山 善峯寺 京都府京都市
第２１番 菩提山 穴太寺 京都府亀岡市
第２２番 補陀洛山 総持寺 大阪府茨木市
第２３番 応頂山 勝尾寺 大阪府箕面市
第２４番 紫雲山 中山寺 兵庫県宝塚市
第２５番 御嶽山 清水寺 兵庫県加東市
第２６番 法華山 一乗寺 兵庫県加西市
第２７番 書写山 円教寺 兵庫県姫路市
第２８番 成相山 成相寺 京都府宮津市
第２９番 青葉山 松尾寺 京都府舞鶴市
第３０番 巌金山 宝厳寺（竹生島） 滋賀県長浜市
第３１番 姨綺耶山 長命寺 滋賀県近江八幡市
第３２番 繖 山 観音正寺 滋賀県近江八幡市
第３３番 谷汲山 華厳寺 岐阜県揖斐郡
番外 法起院 奈良県桜井市
番外 元慶寺 京都府京都市
番外 菩提寺（花山院） 兵庫県三田市

石仏は文化年間（１８０５～１８１７年）～安政年間（１８５６～
１８５９年）にかけて、美濃市口野々に住まわれた庄屋さんが若く
して他界した我が娘の死をたいそう悲しまれ、その供養のために
西国三十三霊場を巡礼し建立されたもの。 (末裔の方のお話)

見坂峠から高澤古道に入ると飯尾宗祇(いいおそうぎ)の句碑がある。
この句碑から４０ｍほど参詣道を進むと左手に第１４番の石仏が建
つ。石仏は高澤観音本殿裏にある御手洗の岩場まで続く。
最終の第３３番まで一町（約１０９ｍ）ごとに建っており、今も高
澤詣での人たちの道中の安全をやさしく見守っていて下さる。まさ
に古道ロマンの風格が漂う道のりです。
石仏には 『為 靈方智照信女 菩提』 口野々 山田 と刻まれ
ています。
（石仏に刻された年号から、今から遡ること二百数十年前の文化年間
～安政の時代にかけ奉られたことがわかります）

石仏並ぶ高澤古道
往時、草創の頃から、美濃、郡上、武芸川方面からの参詣者は県道美濃・川辺線から別れて、ここから
参詣道(高澤古道)を利用したもので標高３５０ｍほどの高澤山へ向かい尾根伝いに本堂まで、およそ２キロの
この山道を歩きました。
石仏は美濃市口野々地区から見坂峠に続く山中の道々に建てられている。昔は高澤詣での人々が歩いた
この道は、時代が移り県道８０号線が整備されて車道となり石仏は沿道脇へ丁重に移され、道路脇に
第１番～第１３番の石仏が現在も建つ。（第９番だけは旧道を入っていった所にある）また第１４番以降
は古道へと続いている。

西国三十三観音

石仏の由来

日龍峯寺

出典：国土地理院


